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はじめに
　現在の職場に異動になった昨年度は，決められ
た教育研修プランを周囲の方々のカをお借りし，
予定通り進めることで精一杯，試行錯誤の一年で
した．そこから，自分の役割・目標の具体化をす
るために，二年目は，「現状を把握すること」「情
報収集し客観的評価を得ること」に焦点を絞るこ
とに費やした一年だったと感じます．そこから何
点か今後の課題が見えたのでここにその内容を述
べていきたいと思います．
活動内容
（1）当院看護職員の教育ニード・学習ニードに
　　　ついて
　「教育委員会活動の中で，当院看護職員の教育
ニード・学習ニードを明らかにし，組織が必要と
している研修内容を検討する」という目的で，舟
島なをみ先生作成の「教育・学習ニードアセスメ
ントツール」を用い，アンケート調査を行った．
〈用語の定義〉
学習ニード：看護職者が学習を要望する強さ，要
望の強い学習内容。
教育ニード：看護専門職として望ましい状態に近
づくための教育の必要性．
　アンケートの結果を以下に示す．
学習ニード①「所属部署の特殊性や患者の個別状
況にあった急変時の対応方法」②「安全に配慮し
ながら日々の看護を実践するために必要な感染予
防の方法」③「所属部署の特殊性や患者の個別状
況にあった看護過程を展開するために必要な知識
・技術」
教育ニード①「主体的に学習・研究をおこない，
看護専門職としての発達を志向することに関する
内容」②「看護職・病院・病院全体の発展を考慮
し，その機能の維持向上に努める」③「問題の本
質を見極め，計画的に効率よく独創的な発想によ
り目標の達成を目指す」
　以上の結果から照合すると，教育委員会や安全
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対策委員会などで企画・実施している院内研修の
内容と大きなずれはなかったが，行っていても学
習ニードが高い項目があるため，その回数・内容
・開催場所・講師選択など希望者が受講しやすい
環境づくり，また成果が出せる研修内容の検討が
必要と考える．教育ニードの結果から，「主体的
研究・人材育成・悩みを聴く・職場のやる気を高
める・組織のメンバーと目標を共有する機会を持
つ」部分を高める必要があることがわかった．次
年度の教育計画・各委員会活動につなげていきた
いと考える．
（2）患者満足度アンケート調査について
　患者満足度アンケート調査を行い，患者さんか
ら当院の医療・看護の質に対する評価をいただい
た．結果として，当院に対する総合的な満足度は
「非常に満足している」「満足している」と答え
た方は，全体の84．7％を占めた．しかし，不
満足と答えた内容は，駐車場のスペースに対する
不満が一番高く，約半数以上の方が不満と答えて
いた．今までも，地道な対策を講じていたが，よ
り具体的な改善策が必要と考える．また，少数意
見だが，医療の質にも係わる「診療・検査の持ち
時間」「医師の十分な説明」「退院後の生活に対す
る十分な説明」「医師・看護師の接遇」など重要
な示唆を得た．今後，この事実を職員全員が真摯
に受け止め，具体的な改善策を講じ，患者さん・
ご家族に満足していただける病院になれるように
していきたいと考える．まず，この結果を全職員
に伝え，各関係部署にフィードバックし，行動に
結び付けていくことが重要と考える．
（3）目標管理・クリニカルラダーの評価・再検
　　　討について
　現行の目標管理・クリニカルラダーをシステム
含め，次年度使用を目指し，看護昌昌グループで
見直し・再検討をしている．当院の看護理念「心
のこもった看護，信頼される看護，安全な看護」
を実践できる看護師育成を目指し，ラダー内容を7
段階に分け検討・決定した．現行のクリニカルラ
ダーに関するアンケートを行ったところ，クリニ
カルラダーの目的に対する理解度や進め方・実施
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状況において部署によって差があることがわかっ
た．このことは，部署によって，職員数や勤務体
制・業務量の違いがあること，また，開始時看護
職員に対しての説明が不足していたことも要因と
考える．今後，クリニカルラダー・目標管理の目
的・システム含め説明内容・方法を検討し、実践
していく．次年度より，毎年定期的に内容の評価
・検討をしていきたいと考える．
（4）クリニカルパス委員会活動
　今年度より，北村委員長のもと14名の委員で
活動してきた．まず，委員自らクリニカルパスに
ついて学習した．次年度は，本来のクリニカルパ
スの目的が達成できるようにクリニカルパスの見
直しを行う予定である．職員の皆様のご協力をお
願いしたい．
（5）次年度に向けて
　今年度の活動と情報を基に以下の内容を進めて
いきたいと考える．
①看護研究の年間を通じての継続的学習と院外学
会発表②組織力強化・人材育成一病院教育委員会
としての研修計画立案・実施・評価方法の検討
・病院全職員の接遇改善への取り組みの具体化・
　医療チーム活動の活性化一医療チームカンファ
　レンス・事例検討・TQM活動（コラボの推進）
　③院内教育研修の成果をデーターにより評価す
　る一看護の質の評価一方法の検討・実施．
・看護の質に焦点を絞った患者満足度評価
・事例検討・事例研究の推進一家族看護に焦点を
　あてて検討する
・倫理学習一部署内における倫理学習の具体化・
　実施
　病院機能評価受審を通して，患者さん・ご家族
の視点で院内研修の評価を行うことや，データー
をもっての評価が不十分であることがわかった．
今後は，他の部署とも連携し，データーをもって
の評価を行っていきたいと考える．原点である「心
のこもった看護，信頼される看護，安全な看護」
が実践されることを目標に人材育成・環境づくり
を看護部のみならず，他部署・他職種とも連携・
協力しながら行っていきたいと考える．多忙な勤
務の中、委員会活動や院内研修に参加し，ご協力
・ご尽力いただいた職員の皆様に深く感謝いたし
ます．
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